
【学力向上フロンティアスクール用中間報告書様式 （小学校用）】

都道府県名 青 森 県

Ⅰ 学校の概要（平成１５年４月現在）

学校名 八戸市立城北小学校

学 年 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 特殊学級 計 教員数

学級数 ４ ３ ３ ３ ３ ３ １ ２０
３２

児童数 109 99 113 95 102 89 8 615

Ⅱ 研究の概要
１．研究主題

一人一人の子どもに「確かな学力」をはぐくむ指導法
～基礎・基本の定着をめざして～

２．研究内容と方法
(1) 実施学年・教科

◎１～６年生／算数・国語
・児童の実態や授業実践から、本校の児童は、内容を正確に読み取り、そ
れを自分の言葉で表現したり、問題の内容を的確に捉えたりすることに
特に指導が必要であるため。

・特に、３～６年の算数は、児童の理解の状況に差が出やすい教科、学年
であるため。

①習熟の時間の実施
ア 実施学年 １～６年
イ 実施教科 国語・算数
ウ 内 容 年間で生じる余裕時数を国語と算数の習熟の時間とし、

時間割の中にあるいは単元の中に設定し、指導方法を工
夫しながら確かな学力の定着を図る。

②ＴＴの実施
ア 実施学年 ３～４年
イ 実施教科 算数
ウ 内 容 ティームティーチャーを活用し、学級を分けての少人数

指導(コース別学習)や、集団を分けないで１学級２名の
教師での指導法などを工夫し学力の定着を図る。

◎教科担任制の実施
ア 実施学年 ３～６年
イ 実施教科 音楽・図工・体育・家庭(５･６年 ・理科（４～６年））
ウ 内 容・教科の特性をより生かした学習過程を工夫することで教

科指導を充実させる。
・各教師が学年全体の児童理解に努め、一つの学級、一人
の児童を複数の教師が指導する体制を整える。



(2) 年次ごとの計画

○ 研究のねらい
、 、 、授業 特設の国語と算数の習熟の時間 課外の個別指導の時間などで

児童の意欲を喚起しつつ、評価を明確にして、基礎・基本を定着させる
ための指導体制、指導法のあり方を実践的に究明する。

○ 研究の見通し（仮説）
「評価の２期制」の実施を基に、理解や習熟の程度に応じた指導体制

の工夫、目標を明確にした授業改善を行い、指導と評価の一体化を図る
平 ことで、確かな学力を育成することができ、学ぶ喜びを実感させること
成 ができると考える。
15
年 ○ 研究の内容・方法
度 (1) 指導体制の工夫

・授業及び特設の習熟の時間において少人数指導、ＴＴなどを工夫す
る。

(2) 指導と評価の一体化
・評価規準を明確にした単元指導計画の作成し、学習過程の工夫をす
ることで授業の充実を図る。

(3) 単元構成の工夫
・学習評価を２期制にし、単元構成を工夫しながら、長いスパンでの
ゆとりある授業実践を行う。

(4) 繰り返し指導の工夫
・習熟のためのプリントや長期休業の前後にチェックテストを実施し
て学習内容の定着を図る。

○ 研究のねらい
、 、 、授業 特設の国語と算数の習熟の時間 課外の個別指導の時間などで

児童の意欲を喚起しつつ、評価を明確にして、基礎・基本を定着させる
ための指導体制、指導法のあり方を実践的に究明する。

○ 研究の見通し（仮説）
２学期制の実施を基に長いスパンでのゆとりある指導の中で、なお一

層の理解や習熟の程度に応じた指導体制の工夫、目標を明確にした授業
平 改善を行い、指導と評価の一体化を図ることで、確かな学力を育成する
成 ことができ、学ぶ喜びを実感させることができると考える。
16
年 ○ 研究の内容・方法
度 (1) 授業の充実

・教科の特性を生かした学習過程の工夫、目標・評価の明確化、教材
の開発に取り組み授業の充実を図る。

(2)個に応じたきめ細かな指導の工夫
・特設の習熟の時間において少人数指導、ＴＴ、コース別指導を工夫
する。

・個別指導の時間の設定により補充的な学習や発展的な学習を行う。
(3) 評価の工夫
・座席表、自己評価カード、単元の評価規準表などを工夫する。

(4)学んだことを定着させる工夫
・読む活動、書く活動、計算力を高める活動を充実させる。



(3) 研究推進体制

校 長

教 頭

フロンティア ＊研究計画の立案
プロジェクトチーム 研究部 ＊研究の企画と運営
（教頭、教務主任） ＊各部との連絡調整
（研修部、学年主任）

全体会

研究方向の決定
理論研究
実践研究の検討

学級内コース別学習部会 ＴＴ部会 コース別(課題別)学習部会

指導方法／指導体制の工夫・改善

評価 調査研究 評価 調査研究 評価 調査研究

評価の改善／情報の収集・教育環境の整備・実態調査

Ⅲ 平成１５年度の研究の成果及び今後の課題
１．研究の成果

・コース別学習において、課題設定を工夫したことにより、児童は喜びを感
じ、興味や関心を持って取り組むようになった。

（勉強の内容がよく分かる…９４％、教科が好きになった…８５％）
・ペア学習、グループ学習を取り入れたり、机間指導をしながら評価するこ
とを増やしたりすることにより、きめ細かな指導を行うことができた。

、 。・座席表 自己評価カードなどの活用により的確な指導を行うことができた
・ＴＴを取り入れた指導を行うことにより、授業時間内につまずきに対応し
て指導でき、さらに一人一人にきめ細かな指導をすることができた。

・週１時間の習熟の時間を各学年で設置することで 効果的な少人数指導 コ、 （
ース別学習、課題別学習）のあり方を探ることができた。

・放課後の個別指導の時間を設置することで、より児童の実態に応じた指導
を行い、定着が図られつつある。



２．今後の課題

○指導法の工夫に各学年で取り組んだ結果、次のような課題が出された。
・少人数指導においては、多様な考えが出にくい。
・コース別学習では、コースの設定や指導者の打合せ、習熟に合わせた課題
の準備に時間がかかる。

・ＴＴにおいては、単元に応じた指導法の工夫と役割確認の綿密な打合せが
必要である。

○今年度は、理解や習熟の程度に応じた指導体制の工夫を中心に授業研究を
行ってきた。今年度の研究の成果をふまえながら、次年度は次のような視
点で取り組み、さらに研究を深めていきたい。
ア 基礎・基本の定着のための指導法の工夫
イ 個に応じたきめ細かな指導の工夫として、ＴＴの効果的な配置の仕

方やＴＴの授業でのあり方、また単元に合わせた、より効果的な少
人数編成の仕方について

ウ 評価を次の学習に生かしていく工夫
エ 学んだことをより定着させるための工夫
オ 補充的、発展的な教材の開発

Ⅳ 学力等把握のための学校としての取組

＊標準学力検査の実施
（４月）教研式標準学力検査（ＮＲＴ）の実施

・１学期、指導前の相対評価資料に利用する。
（２月）教研式標準学力検査（ＣＲＴ）の実施

・３学期、指導後の絶対評価資料に利用する。
＊漢字計算全校一斉テスト（長期休業中の前後）
・長期休業中の前に実施して児童に目標を持たせ、休み明けに満点をめざし
て再度実施する。

＊毎週の漢字計算テスト（朝の時間）
、 。・漢字と計算を交互に実施し 学習の定着状況を把握し日々の授業に生かす

Ⅴ フロンティアスクールとしての研究成果の普及

＊平成１６年度の教務主任研究協議会及び校長研究協議会において研究の概要
を説明する。

＊平成１６年度に研究発表会を予定
日 時 平成１６年１０月２０日（水）
場 所 八戸市立城北小学校
対 象 三八教育事務所管内小中学校教職員



◇ 次の項目ごとに、該当する箇所をチェックすること （複数チェック可）。

【新規校・継続校】 １５年度からの新規校 １４年度からの継続校

【学校規模】 ６学級以下 ７～１２学級
１３～１８学級 １９～２４学級
２５学級以上

【指導体制】 少人数指導 Ｔ．Ｔによる指導
一部教科担任制 その他

【研究教科】 国語 社会 算数 理科
生活 音楽 図画工作 家庭
体育 その他

【指導方法の工夫改善に関わる加配の有無】 有 無
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